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自分そして家族を見つめる家庭科の授業のありかたを探る

一幼児・高齢者とのふれあいを通して一

藤　井　志　保

1　はじめに

　三原学校園には幼稚園，小学校そして中学校と

3っの学校があり，12年間の幼小中一貫教育を

行っている。私が本学校園へ赴任して10年の月日

が流れた。つまり初年度に中学2年生（8年生）

の家庭科の授業で幼児とのふれあい体験を行った

時に4歳児だった子どもが，現在中学3年生（9

年生）になっている。そして，その子どもたちは，

自分が幼少期に中学生にしてもらった事を，今度

は幼児にしていっている。このように，幼児期か

ら中学生期まで，子どもたちの成長を見つめなが

ら家庭科の授業をおこなってきた。

　この年月の中で改めて実感したことがある。そ

れは，子どもたちの成長発達に応じて，これまで

の自分も見つめさせながら授業を行うことは，子

どもたちがこれからの生活の自立を目標とし「多

くの人々に支えられていることに気付く」ことや

「自分自身もその家族の一員であり果たす役割や

できることがある」という自覚を促すきっかけに

なることである。

　中学校1年生（7年生）の地域の高齢の方をお

招きして共にお話ししながら食事をする「地域の

方との交流会」も，地域の方々と交流するのが目

的とはいえ，その会を開くまでの準備では生徒た

ちが各家庭で家族とふれあいながら料理の練習を

する。そして，祖父母にアドバイスを受けたり，

最後には自分の食生活やそれを支えて下さる家族

のことを考える場面もある。

　8年生での「幼児とのふれあい体験」では，中

学生が隣接の幼稚園の幼児とペアを組み，運動会

で共に踊るなどして1年間通して交流し，幼児の

成長を実感することができる。そして自分の幼い

頃も振り返り，自分を支えてくれている家族へ感

謝の気持ちを持っ。

　このように中学校3年間の家庭科カリキュラム

の中で「幼児とのふれあい」　「高齢者とのふれあ

い」を大きな2本の柱として位置づけ，家庭科の

授業だけにとどまらず，道徳や特別活動そして希

望（のぞみ）の時間とも関連づけ，学校教育の中

で果たす役割を明確にしながら取り組んできた。

いずれも「生きる力」を育むことを大きな目標と

し「人と人とのかかわり」や「自分を見つめること」

を学習の重点事項としている。そして，これらの

学びは「家族」と深くかかわっている。さらには

このように「家族」を意識し，見つめた授業にし

ていくことで，生活実践力を身につけるための土

台となる自己肯定感を高めていくことにつながる

とも考えている。

2　研究のねらい

　「家庭科で家族をどう教えるか」という問いに

迫るために，これまでのカリキュラムを見直し，

生徒たちが学んだあしあとの中から「家族」に関

係した部分を掘り起こしてみた。そして，その内

容を9年生の生徒たちと「家族」という視点から

共に学び直し，改めて自分や自分の家族のことに

ついて見つめる時間をとるようにした。

　これまで衣食住や幼児に関することなどその分

野ごとには深めた内容になるように授業構成を作

るよう努力してきたが，それらを「総合的にとら

えて」考えさせることが今まで不十分であった。

今までの衣食住などの学びを総合的にっなげ，自
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分のこれからの生活を展望する時間をとることで，

より「家族」を見つめ，あわせて自分の生き方を

考えるきっかけになると考えた。

　「家族」は，自分自身の根幹をなす大切な存在

であることはいうまでもない。しかし，生徒のプ

ライバシーへの配慮から「家庭科で家族をどう教

えるか」という問いは家庭科教師なら誰もが多か

れ少なかれ自分に投げかけてきた問いであると考

える。自分もそうであった。そこで，本稿では中

学校3年間の家庭科カリキュラムを「自立と共生」

という身に付けさせたい力と「家族」という視点

から見直した。・中学校9年生で，これまで学んだ

家庭科の内容の中から家族という視点で全てを総

合的につなげる「これまでの学びと家族」という

自分と家族について見つめる授業を行った。

　本学校園で育った子どもたちが今までの自分を

ふり返り，これからの自分を考えた。その中で「家

族」に対する意識がどのように変容したのかを検

証し，子どもたちに自立と共生の力を育む家庭科

の指導はどうあるのが望ましいかを探り，今後の

カリキュラム作成や題材開発への方向性を探った

ものである。

3　中学校3年間の家庭科カリキュラム

　表1に示すように，家庭科の3力年間の学びに

ストーリー性を持たせている。7・8年生では，

家族に支えられ，家族の中で頼ることが多かった

自分が，家庭でそして家庭科の時間に，衣食住を

はじめとする家族にかかわる仕事や，幼い子ども

表1　中学校3年間の家庭科カリキュラム
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や高齢の方とかかわる実践的・体験的な活動を行

い，地域の中で生活していることを感じ，これま

での自分の生き方を振り返る。そして9年生では，

将来に向けてこれからの生活を展望して，生活を

より豊かにしようとする生活実践力がどれくらい

身についたかをふり返る場面を意識的に設けるこ

とにしている。

　次に，3年間の授業で，自分や家族とつながっ

ている内容を示す。（実践は平成26年3月～平成

27年1月までのものである。）これらの授業では，

家族を見つめ，家庭でのそれぞれの役割を感じる

言葉があったり，「自分」を見つめて振り返る言葉

があった。また，子どもたちを支える家族からの

言葉も，子どもたちに影響を与えていることが分

かった。

4　中学校1年生（7年生）の授業で「家族」

そして「自分」とつながる場面

　表1のカリキュラムにあるように，7年生では，

食品の栄養について学び，献立を立てることがで

きるようになり，その学びを生かして地域の高齢

の方をお招きしての交流会を1年間の終わりに学

習のまとめとして実施している。

　子どもたちには，年度のはじめにこの目標を伝

えている。そして，自分の家族のことを考えて，

食に関する仕事を行う機会のある課題を出したり，

また祖父母など高齢の方とかかわる中で，食べ物

の好みや栄養バランスのとれた健康に良い食事の

あり方について聞き取りを行うなどの経験を積む

ことができるようにしている。

　また，　「掃除の匠がやってきた」と題し，衣食

住を見つめて生活の中の課題を発見し，それを家

族と共に解決する課題にもチャレンジしている。

　あわせて，希望（のぞみ）の時間や道徳の時間

そして国語の時間とも連携し，　「地域の方との交

流会」に関する学習内容を盛り込み，より発展的

にそして生活全体と関連づけたり，子どもたちの

価値観を揺り動かすような取り組みになることを

目標として取り組んできた。7年生という段階で

は，まだ家庭で衣食住に関するする仕事について

はほとんど家族にしてもらっている毎日である。

よって年間を通じて保護者の方々には，家庭科で

の学びの内容を伝えて，折に触れて協力をお願い

している。そして，少しではあるが家族の方から

一言コメントをいただくようにしている。

　次の図1は，地域の方との交流会も見通して，

4月～7月まで学んだ知識を生かして，家族のた

めの食事作りにチャレンジしようという課題に対

してのある父親からの言葉である。

　図2は，前期を終えた秋休み前に家の仕事につ

いて学び，今の自分がやっていることと家族が

やっていることを見つめさせた上で「掃除の匠」

になるという設定で行った。同様にそこには家族

と共に掃除にチャレンジした姿があった。図3は，

7年生の最後の目標である地域の方との交流会を

終えた後の振り返りの授業で，家族に向けて綴っ

たものである。

　図1　家庭での実践課題「食事作りにチャレン

ジ」への家族からのコメント

　図2　家庭での実践課題「掃除の匠がやってき

た」への家族からのコメント
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図3　地域の方との交流会後の生徒の感想

　そしてまた，実際に保護者を招いてポスター

セッションを行い，1年間の学びを自分の言葉に

して発表する機会を設けた。図4にそのポスター

と当日の様子を示す。
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　族のカも借りながら，または自分が家族のために食

層事作りをしたりしながら，自分自身の生活と結びっ
N
　けて取り組んでいた。そして，授業内容を通信や課

　題を通して家庭へも発信していたので，子どもたち

　と共に取り組んで下さる家族も多かった。

　　一人一品の料理を責任持って作るので，その料理

急

について個々と話をしていった。その中で家族との

かかわりが難しい生徒がいることが分かる。家での

実践課題を出すときは，必ず「家庭で取り組みが難

しい場合は～しよう」という選択肢を設け，学校の

授業や生徒からの相談，そしてこちらからのアドバ

イスで進めることができるように配慮した。
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図4　地域の方との交流会のポスターとその発表会当日の様子
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5　中学校2年生（8年生）の授業で「家族」そし

て「自分」とつながる場面

　8年生では，隣接した幼稚園の4歳児とペアを

組み，年間を通じてそのペア幼児の成長を追う。

この幼児とのふれあい体験を柱として，幼児の生

活と家族について実践的・体験的な学びとなるよ

うにしている。

　自分の幼児期を振り返るために，家族への聞き

取りを行い，家族の方からも生まれた頃の様子や

気持ちを語っていただくようにしている。また，

幼児期の絵を持って来るよう呼びかけると，クラ

スの中で40人中10名くらいの生徒が持ってきて

くれる。その絵を見ると，「絵を1人で描く」の

ではなくその絵を通じてそこに共に過ごす家族の

存在を感じることができるので，子どもの成長を

支える家族の存在を，絵を通じて学ぶ。

　また衣生活とも結びつけ，図6，7に示すよう

にバンダナの布へ絵や名前などの刺繍をしてペア

幼児へのプレゼントを作っている。1年の終わり

に，それぞれがペア幼児ヘプレゼントをする。

　このペア活動に関しては，幼稚園の先生とも連

携をして，幼児からのお兄ちゃんとお姉ちゃんの

似顔絵のプレゼントをいただいたり，幼児のつぶ

やきなどを聞き取ったものを中学生に伝え，自分

の幼児へのかかわりを見つめさせることをしてい

る。最後に，1年間の学びを通して14年間生きて

きた今の自分を振り返るレポートを書くようにし

ている。特に，自分を見つめる活動を大切にして

家族とのかかわりについては，個に応じて見つめ

ることができるようにしている。

6　中学校3年生（9年生）の授業で「家族」そ

して「自分」とつながる場面

　9年生のはじめの授業で，家族について考える

時間をとった。授業での大きな問いは「家族って

何だろう」である。そして，7・8年生での学び

全体を写真などを使ったパワーポイントで振り返

らせてこれまでの学びが家族とつながっているこ

とを意識させた。そして，自分たちが幼少期に同

じように，中学生のお兄ちゃんお姉ちゃんと共に

遊んだ頃の写真も提示して「自分」を見つめさせる

時間もとった。家族について考えさせた次時に，

感想のいくつかを紹介した。そして，昨年度1年

間交流したペア幼児とその家族の方からのメッ

セージカードを渡して，改めて次のことを考えさ

せた。　「昨年ペア幼児とふれあいました。その子

を育て支えておられる家族のメッセージを読み，

前回の家族についての授業も思い出しながら，感

想を書いてみよう。」と投げかけた。
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図5　家族って何だろう1の授業後の感想
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　図7　ペア幼児とその保護者からのメッセージll

　図8　家族って何だろうIIの授業後の感想

図9　卒業式　バンダナを手にしたペア幼児に見

　　　送られる様子

　卒業式後に学舎を旅立つ場面で，家庭科の時間

に作ってプレゼントしたバンダナをペア幼児が振

りながら，お兄ちゃんお姉ちゃんを見送るシーン

が昨年度はじめてあった。

　卒業式前に幼稚園の先生が幼児の保護者へ呼び

かけて下さった。そしてバンダナを持ってきて，

お兄ちゃんお姉ちゃんの旅立ちをそれを振りなが

ら見送った。

7　中学校最後の家庭科の授業で自分を見つめる

場面

　最後の授業では表1のカリキュラムにあるよう

にショートパンツのファッションショーを行った。

目的は，完成の喜びを表現し個性に応じた着装の

工夫について交流することとこれまでの家庭科で

の学びのふり返りである。生徒は，いつもと違う

仲間の姿を見つけ，今の「自分」についても考え

るよい機会となった。最後に，これまでの家庭科

の学びについて問いかけ「家族」を見つめる機会

を作った。そして，中学校3年間の家庭科の感想

を書かせた。この中に，研究の目的で述べた「家

族」に視点をあてて授業をおこなったことが生徒

の意識の変容として現れていると思われるものを

以下に示す。
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感想1～6のように「自分」や「家族」を見つ

めて考え，それをこれからの自分の生活に生かそ

うとする感想を書いた生徒が約半数いた。

　　　表2　家庭科の学びに対する意識

家庭科の休み中の家庭での

実践課題（地域の方との交

流会の試し作りなど）がきっ

かけで家族と乱をしたりし

ましたか。

（回答：9年生81名）

ペア幼児の家族からメッセー

ジをもらったり手紙を書いた

りした活動を通して自分の幼

い頃や家族について考えた

りしましたか。

（回答：9年生81名）

家庭科の学びの内容につい

てなぜ学ぶのかどう生かす

のかなどの「学ぶ意義」を感

じることができましたか。

（回答：9年生77名）

生徒数 生徒数 生徒数

よくある 3
1

よく考えた 2
9

しっかりと見いだせた 4
0

ある 4
1

考えた 3
6

見いだせた 3
3

どちらともいえない 7 どちらともいえない 9 どちらとも言えない 3

あまりない 0 あまり考えなかった 5 見いだせなかった 0

全くない 2 全く考えなかった 2 全く見いだせなかった 1

合計 8
1

合計 8
1

合計 7
7

　また，9年生全員に表2のような意識調査もお

こなった。この表からも分かるように，授業の中

で「家族」を意識して考えさせる取り組みを重ね

たことで，多くの生徒が学ぶ意義を見出し，自分

や家族を見つめていることが分かった。

　しかし，考えるべきは肯定的に受けとめている

多くの生徒の感想や意見だけではない。その授業

の中で，　「家族」に関して考えたくない生徒がい

たり，配慮を要する家庭環境にいる生徒もいる。

表2で「全く～ない」と答えた生徒の理由を読ん

でみると「家族は自分の気持ちを分かってくれな

い」　「家族は好きではない」　「家庭科の授業と自

分の家族は別に考える」という理由を書いていた。

こうした生徒への配慮も考える必要がある。

　ここまでは，現カリキュラムとその中の家族に

ついての学びを中心にまとめてみた。さらに，こ

こまで考察してきた取り組みの内容を構想図とし

てまとめ，成果と課題を整理して今後へつなげる。

8　家族について学ぶことの意義

　近年の社会の人間関係は年々希薄になり，家庭

の機能も低下している。それは，孤食化という言

葉に代表されるように，食事の時に家族全員がそ

ろうことがない家庭が多い。本校においても，子

どもたちの様子からそのことを感じる。携帯電話

の所持率も上がり，家族といても会話がなく，別々

の誰かと会話をしていたりする。このような現状

で育った子どもたちは，家事労働も経験せぬまま，

家族の中で支えられた実感や家族のために何かを

するという実感が減っており，年々調理実習など

でも調理技能の低下を感じている。

　このような現状だからこそ，家族について学び，

自分を見つめ，家族をはじめとする多くの人とか

かわることの意味を見出す必要がある。家族の理

想的な形を教えるのではなく，子ども自身が「ど

うあるべきか」　「どうしたいのか」を考えるきっ

かけを授業の中で設定していく。

　家族について，その働きなどを数時間で学ぶプ

ランに加え，家族についての学びを系統的に整理
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し授業を構成していくと，家族について考える要

素がたくさんあった。改めて授業のあしあとを見

直し，子どもや家族の言葉などからそれを確認で

きた。それらを整理して図10に構想図を示した。

この図にあるように，家族について考えることは

自分を見つめる活動を大前提とする。自己理解が

深まってこそ，多くの人に支えられていることに

気付き，人と人とが支え合って生きていることを

実感できる。家族に関して中学校1年生のはじめ

にガイダンスとして取り上げることが望ましいが，

それに加えて，9年生では自分や家族について3

年間の衣食住・消費などの内容とつなげて考えさ

せるとより深まる。自分を見つめ，家族を見つめ

るには，自己理解も深まり様々な経験をし，将来

も見つめることのできる中学校3年生という発達

年齢が適切であると考える。そして，家族につい

て考える場面で配慮を要する場合でも，年齢が上

がるにつれて，子ども自身がその状況を受けとめ

ている場合が多くなる。例えば，感想6を書いた

子どもは，家庭科での学びをきっかけに親へ目を

向けて今後の自分のことを思い描いている。

　家族については，このように3年間の一連の学

びの後で，自分の人生も振り返りながら，今まで

学んだことを改めて関連づけて考え，希望（のぞ

み）の時間や道徳，あるいは他教科とも関連させ

て生き方に触れる学びにすると，本当の意味で自

立と共生のカを育む家庭科の授業になると考える。

9　成果と課題

・ 家族という視点から，学習内容を見直し整理し

　「自分」　「家族」を土台とした基本的な考え方

　を構想図に表すことができた。今後の指針とし

　たい。

・家族を意識して取り組むことで，子どもたちも

　学びの内容を自分や家族とつなげて考え，自分

　にできることは何かを考える姿があった。

・家庭環境は一人ひとり異なるので，プライバシー

　にも配慮をしつつ，広く社会の状況にも目を向

　けさせる。9年生では年間通じて新聞の中から

　くらしに関係する記事の切り抜きとその内容と

　の自分とのかかわりを考え文章にする学びを続

　けている。こうした学びを土台とし，家族のあ

　り方は多様であることを理解させ，幼児や高齢

者とのかかわりなど広く地域社会とのつながり

　の中で自分や家族を見つめる題材を今後も開発

　していきたい。
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